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＜連絡事項＞

· 新人職員の外来・通所リハビリテーションへのローテーションが決定している。

北病棟～中野尚子（6/14）・石岡啓子（6/13）・鳴海江梨子（6/15）

西病棟～横浜ゆかり（6/7）

東病棟～石川愛（6/12）・佐々木柳太郎（6/7）・渡部隆志（6/4）

南病棟～佐々木誓子（6/11）・稲村恵里佳（6/30）

· 5/18（金）16：00～治療プログラム委員会が開催される予定。

· 5/25（金）15：00～接遇委員会が開催される予定。

＜外来情報＞

・平　康子様～　　コレステロールが高めであるが、服薬調整はせず様子を見るとの事。空腹時血糖値やHｂA1cも高めであるが、運動指導や食事指導を行っている。本人は脂っこくないものを食べていると話されている。体重を減らすようにアドバイスあり。

· 中居　松男様～　腰痛を訴え、湿布処方。毎月1万円貯金していたが、今月は6千円貯金との事。

· 鈴木　恵美子様～数日前に日焼けをし、日焼け用のクリームを塗った事を報告されている。胃の調　

子が悪いと話され、胃薬処方となっている。

· 奥山　以依子様～調子が良い事、来週料理教室がある事を報告されている。以前、弟様との連絡が

とれない事を主治医へ相談した際に手紙を出してはどうかとアドバイスあり、青山荘スタッフから内容を考えてもらったと話されている。主治医より、少し内容をアレンジして書いた方が良いとアドバイスあるが「そのまま書く」と話されている。また、エアウオーカーで運動していると報告あり。

· 長瀬　紘一郎様～白癬の軟膏1本処方となっている。

· 鹿原　博男様～　来週血液検査施行予定。

· 柳町　信之様～　痔の状態は特に変わりないとの事。左足の裏に魚の目ありスピール膏処置してい

る。だいぶ前から魚の目があったとの事で大きくなっており、入浴時もスピール膏を貼ったままで5/21（月）のナイトケア利用時まで貼っておくようにとの事。ナイトケアスタッフは、魚の目を削り、その状態を見てまたスピール膏を貼るようにと指示あり。

· 山田　健次様～　時折、弁当を購入し食べていると報告あり。

· 中居　美津子様～引越し後の荷物整理はまだ終えていない事、転居届けを出さずお姉様に怒られた

と報告あり。

· 前野　義勝様～　コレステロールが高めで食事に気を使うと報告すが、セルリアンにてパウンドケ　　

ーキを食べている。母の日には、お母様へカーネーションとジュースをプレゼントしたと話されている。

＜利用者様情報＞

· 佐藤　ミツコ様～昨夕、レストランから帰る際、階段を3段下へ飛び跳ね降りている。着地時に　

ふらつきありスタッフが支えている。本日の料理教室でも椅子を多く運んだり、周囲への話し掛け多く、気分の高揚見られている。本人は「ジャンプしたかったから。たくさん持ちたかったから。」と話されている。本人ヘ危険である事を伝えるが、聞き入れようとされず見守りを行っている。青風荘からの情報提供では、昨日は就床時間が遅かったとあるが、本人は「演歌が聞きたかっただけ。」と理由について話されている。

⇒5/12（金）の美容院でのカット・買物後から気分の高揚が見られている。今後はレストラン移動前に物陰に隠れる事が予想される為、所在確認を行っていく。また、本人が危険な行為を行った時や物陰に隠れた際は、本人の行為に対し否定はせず本人の話を良く聞き静かに危険である事を促がしていく。

· 小野寺　文明様～10：00本人より「今日は足が痛いので休みます。」と電話連絡あり。次回の外来

受診日にデイケア利用についての手続きの説明がある事を伝えている。

· 清川　厚子様～　カタリン点眼液を青山荘より持参されているが、常温で保管されていると思われ

る為、冷所保存である事を青山荘へ情報提供する。又、点眼後ティッシュで眼をゴシゴシ擦っている為、点眼の仕方を指導していく。

· 横山　耕生様　～少し遅れて来所。直後より「体がだるい」と話されるが、バイタル異常なく、机

に伏してプログラムに参加されている。

⇒レストラン移動時や青山荘へ戻る際は小走りで歩かれる為、引き続き不調時はバイタル測定を行い、状態を振り返れるようにする。

· 今野　容子様　～本人より、近辺の商店への外出希望あり。通所時間内は外出は出来ず、青風荘ス　　　

タッフに確認し通所前に行って来る事を説明している。

· 五日市　公様　～来所時、昨日の夕食後、稲垣様がレストラン入り口付近へ座る事へ不満発言あり。

レストラン内は席がたくさんあり、離れた席に座るように話している。　

⇒いつも夕食後のレストランでは、1番先に出て行こうとする稲垣様を五日市様が手で押えるため、転倒、トラブルにならないよう観察していく。　

＜事例検討＞

中村　鶴子様　45歳　統合失調症　

デイケア通所開始　平成12年5月12日　6年9ヶ月

〇デイケア治療計画

～定期通所を継続し、プログラムを通して気分転換やストレス発散を図る。

〇現在の状態

　　　　　・頭部円形脱毛があり、原因についてお母様との関係を挙げている。

　　　　　・周囲の目が気になり、薬包には名前をつけない、以前レストランでは他者に顔を見られたくない為、スタッフから配膳してもらう等こだわりがあった。

　　　　　・社会資源の利用は問題なく出来ている。

　　　　　・うみねこ幸房での仕事はきちんと出来ている。

　　　　　・お父様から「お前のおかげで家の中が成り立っている」と話されている。お父様・お兄様・兄嫁様を頼りにしている。

　　　　　・以前、就労していたが他者から悪口を言われていると思い、ずぶぬれバスで帰宅し、入院となってしまった。

・他者へ対し強い口調で言ってしまう事がある。

〇今後向けて

· 現在のペースを維持する。

· 今後もお母様との関係で困った事がある時は、ストレスを溜め込まないように相談する。

· お母様の状態で今後の本人の生活が左右される可能性がある為、状態を観察していく。

· プライバシーの保護に気を付けて関わっていく。

＜プログラム検討＞

· 月間予定表の書式の確認を行っている。

· 趣味活動、レクリエーションの内容を本日のプログラム検討会にて話し合う予定。










